
7  　

序
　
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ガ
レ
ン
の
生
涯
と
作
品

医
師
で
あ
る
と
同
時
に
考
古
学
者
、
海
軍
軍
医
で
あ
る
と
同
時
に
中
国
学
者
、
探
検
家
で
あ
る
と
同
時
に
美
術
批
評

家
、
い
や
そ
れ
以
上
に
旅
人
で
あ
る
と
同
時
に
詩
人
・
作
家
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ガ
レ
ンV

ictor Segalen

（
一

八
七
八
―
一
九
一
九
）。
生
前
刊
行
さ
れ
た
書
籍
は
た
っ
た
の
三
冊
（『
記
憶
な
き
民
』『
碑
』『
絵
画
』）。
ほ
と
ん
ど
の

作
品
が
未
完
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
か
れ
の
著
作
は
わ
た
し
た
ち
を
刺
激
し
て
や
ま

な
い
。
い
わ
ゆ
る
エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
（
異
国
趣
味
）
華
や
か
な
り
し
時
代
の
只
中
で
、
エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
の
価
値
転
換

を
図
っ
た
セ
ガ
レ
ン
。
か
れ
の
脳
裏
を
去
来
す
る
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。

セ
ガ
レ
ン
が
生
き
た
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
普
仏
戦
争
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
後
、

第
三
共
和
政
が
成
立
し
た
時
代
で
あ
り
、
他
方
、
第
二
次
植
民
地
活
動
が
活
発
化
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。「
外
」
へ
の

欲
望
が
渦
巻
く
時
代
で
あ
り
、
国
内
で
は
万
国
博
覧
会
が
十
一
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
（
一
八
六
七
、
七
八
、
八
九
、
一
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九
〇
〇
）、
国
外
で
は
「
文
明
化
」（
と
キ
リ
ス
ト
教
化
）
の
使
命
の
も
と
、
広
義
の
「
オ
リ
エ
ン
ト
」（
ア
フ
リ
カ
、

イ
ン
ド
シ
ナ
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
）
支
配
が
加
速
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
空
間
的
・
時
間
的
「
遠
方
」
に
向
か
う
旅
で

あ
る
と
同
時
に
、
想
像
的
・
夢
想
的
「
遠
方
」
―
―
内
な
る
「
外
」
―
―
へ
向
か
う
旅
で
も
あ
っ
た
。
い
う
な
ら
ば
、

実
証
主
義
・
写
実
主
義
の
時
代
で
あ
り
、
象
徴
主
義
・
神
秘
主
義
の
時
代
で
あ
っ
た
。
文
化
史
的
に
は
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ

ク
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
内
実
は
、
も
ろ
も
ろ
の
分
野
に
お
け
る
近
代
か
ら
現
代
へ
の
過
渡
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
わ
け
て
も
思
想
や
科
学
あ
る
い
は
美
術
や
音
楽
の
分
野
で
そ
れ
は
顕
著
だ
が
、
一
九
〇
五
年
の
政
教
分
離
法
（
教

会
と
国
家
の
分
離
）
の
成
立
こ
そ
、
そ
の
象
徴
的
出
来
事
と
み
な
さ
れ
る
（
植
民
地
に
は
厳
密
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
は
い
え
）。
進
歩
史
観
、
合
理
主
義
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
近
代
へ
の
疑
義
・
検
討
こ
そ
、
脱
近
代
を
志
向
す

る
人
々
の
共
通
項
で
あ
っ
た
。
セ
ガ
レ
ン
の
時
代
と
は
、
ゴ
ー
ガ
ン
の
時
代
で
あ
り
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
時
代
で
あ
り
、

ク
ロ
ー
デ
ル
の
時
代
で
あ
っ
た
。
脱
近
代
を
見
据
え
つ
つ
、
前
近
代
か
ら
も
目
を
そ
む
け
ず
、
い
わ
ば
「
近
代
」
を
挟

み
撃
ち
す
る
こ
と
。
植
民
地
的
な
も
の
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
セ
ガ
レ
ン
の
〈
エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
〉。
そ
の
射
程
は
思

い
の
ほ
か
広
く
深
い
。

タ
ヒ
チ
ま
で

一
八
七
八
年
一
月
十
四
日
、
セ
ガ
レ
ン
は
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
半
島
西
端
の
港
湾
都
市
ブ
レ
ス
ト
（
マ
シ
ョ
ン
通
り
一

七
番
地
）
に
生
ま
れ
た
。
本
名
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
デ
ジ
レ
。
セ
ガ
レ
ン
と
い
う
姓
は
、

ブ
レ
ス
ト
周
辺
の
百
姓
で
あ
っ
た
父
の
母
方
の
そ
れ
で
あ
る
。
父
と
母
は
と
も
に
小
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
が
、
父
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は
セ
ガ
レ
ン
出
生
時
、
急
遽
、
海
軍
主
計
局
の
書
記
＝
帳
簿
係
に
職
を
変
え
て
い
る
（
社
会
的
体
面
か
ら
だ
ろ
う
か
）。

一
方
、「
お
ま
え
は
ほ
か
の
子
と
は
違
う
」
が
母
親
の
口
癖
だ
っ
た
。
温
厚
な
父
親
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
目
立
た
な

い
影
の
薄
い
父
親
に
対
し
、
専
制
的
と
も
い
え
る
母
親
は
偏
狭
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
金
銭
に
う
る
さ
く
、
子
供
の
教

育
に
も
た
い
へ
ん
厳
し
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
セ
ガ
レ
ン
元
来
の
姓
はSégalen

で
、
か
れ
が
自
分
の
姓
か
ら
ア
ク
サ

ン
・
テ
ギ
ュ
を
消
し
去
り
、「
レ
ン
」
と
ブ
ル
ト
ン
風
の
発
音
に
変
え
る
の
は
『
碑
』（
一
九
一
二
）
出
版
以
降
で
あ
る
。

い
う
な
ら
ば
ケ
ル
ト
的
伝
統
の
再
発
見
で
あ
り
、
セ
ガ
レ
ン
と
は
ブ
ル
ト
ン
語
で
「
ラ
イ
麦
の
穂
」
を
意
味
す
る
。

一
八
八
八
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
系
の
私
立
中
学
校
ノ
ー
ト
ル
゠
ダ
ム
・
ド
・
ボ
ン
゠
ス
ク
ー
ル
に
入
学
。
も
ち
ろ
ん
、

母
親
の
意
向
だ
っ
た
。
一
方
、
セ
ガ
レ
ン
の
夢
は
海
軍
士
官
（
海
軍
に
入
る
こ
と
）
だ
っ
た
。
し
か
し
、
母
親
の
反
対
、

成
績
不
振
（
と
く
に
数
学
）、
そ
し
て
近
視
の
た
め
断
念
。
海
軍
医
師
を
選
択
す
る
。
ブ
レ
ス
ト
の
リ
セ
、
レ
ン
ヌ
大

学
、
ブ
レ
ス
ト
の
海
軍
医
学
付
属
校
を
経
て
、
一
八
九
八
年
六
月
に
ボ
ル
ド
ー
海
軍
衛
生
学
校
に
入
学
。
浪
人
時
代
は

ほ
と
ん
ど
勉
強
せ
ず
、
音
楽
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
興
じ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
寄
宿
生
と
し
て
入
学
し
た
あ
と
の
学
生
生

活
は
、
一
転
し
て
厳
格
な
軍
事
教
育
の
も
と
、
音
楽
（
コ
ン
サ
ー
ト
と
社
交
パ
ー
テ
ィ
）
だ
け
が
気
晴
ら
し
だ
っ
た
ら

し
い
。
勉
強
嫌
い
は
嵩
じ
る
ば
か
り
だ
が
、
そ
の
間
も
規
則
正
し
く
家
族
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
（
週
に
二
度
も
！
）。

医
学
校
の
礼
拝
堂
司
祭
の
ル
リ
エ
ー
ヴ
ル
を
通
し
て
、
母
親
の
管
理
の
眼
が
光
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
か
く
し
て
、
母
親

か
ら
逃
れ
る
こ
と
、
い
や
母
親
に
代
表
さ
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
的
世
界
か
ら
逃
れ
る
こ
と
。
あ
る
い
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ

へ
の
愛
着
と
そ
こ
か
ら
の
離
脱
。
か
れ
の
人
生
の
第
一
歩
は
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。

セ
ガ
レ
ン
に
転
機
が
訪
れ
る
の
は
、
翌
九
九
年
五
月
。
本
格
的
な
神
経
障
害
（
鬱
病
の
発
作
）
を
患
っ
て
か
ら
だ
。

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
上
流
階
級
の
十
九
歳
の
娘
マ
リ
ー
・
ガ
ヤ
ッ
ク
と
の
関
係
を
母
親
が
心
配
し
、
交
際
を
頑
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と
し
て
認
め
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
同
年
八
月
、
作
家
ジ
ョ
リ
ス
゠
カ
ル
ル
・
ユ
イ
ス
マ
ン
ス

と
接
見
す
る
機
会
を
得
、
セ
ガ
レ
ン
は
か
れ
に
魅
了
さ
れ
、
文
学
と
宗
教
、
い
や
反
教
権
主
義
と
神
秘
主
義
の
和
解
を

夢
想
す
る
。
そ
し
て
、
は
じ
め
て
の
物
語
「
ア
ル
ヴ
ォ
ー
ル
を
通
っ
て
」（「
海
の
国
へ
の
旅
」
と
い
う
意
味
の
ブ
ル
ト

ン
語
）
を
書
き
あ
げ
る
。
後
年
、
セ
ガ
レ
ン
は
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
へ
の
愛
を
語
り
な
が
ら
、
か
れ
の
「
神
秘
主
義
と
そ
の

断
念
」
を
「
極
端
に
危
険
で
不
吉
な
」
例
と
し
て
告
発
し
て
い
る
が
（
一
九
〇
七
年
十
月
八
日
の
ク
ロ
ー
ド
・
ド
ビ
ュ

ッ
シ
ー
と
の
対
話
）、
と
り
わ
け
「
象
徴
主
義
の
バ
イ
ブ
ル
」『
さ
か
し
ま
に
』（
一
八
八
四
）
に
よ
っ
て
、
セ
ガ
レ
ン

が
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
や
ギ
ュ
ス
タ
ヴ
・
モ
ロ
ー
の
名
を
知
っ
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
ま
ち
が
い
な
い
。
世
界
を
見
る
こ

と
し
か
考
え
て
い
な
い
セ
ガ
レ
ン
の
よ
う
な
人
間
と
、
閉
ざ
さ
れ
た
夢
想
の
世
界
に
の
み
生
き
よ
う
と
す
る
デ
・
ゼ
ッ

サ
ン
ト
の
世
界
は
、
一
見
相
容
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、「
周
り
の
世
界
の
醜
さ
と
凡
庸
さ
の
拒
否
」
と
い
う
一

点
で
両
者
は
結
び
つ
く
。
デ
・
ゼ
ッ
サ
ン
ト
は
、
落
伍
者
で
は
な
く
、
超
文
明
人
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
セ
ガ
レ
ン

は
、
世
界
か
ら
身
を
ひ
く
こ
と
な
く
、
凡
庸
さ
を
避
け
る
べ
く
、
世
界
の
、
い
や
感
覚
の
無
限
の
多
様
性
を
目
指
す
こ

と
に
な
る
の
だ
が
。
こ
う
い
っ
た
象
徴
主
義
理
論
の
起
源
に
あ
る
の
が
、
有
名
な
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
「
万

物
照
応
の
理
論
」
で
あ
り
、
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー
の
「
見
者
の
理
論
」
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
見
て
と
れ
る
が
、

こ
の
時
期
の
セ
ガ
レ
ン
に
お
そ
ら
く
詩
人
と
し
て
の
自
覚
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
神
経
衰
弱
・
鬱
病
の
発
作
は
、

今
後
い
く
つ
か
の
作
品
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、「
二ド
ツ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー

重
人
格
」「
分
身
」
と
い
っ
た
重
要
な
テ
ー
マ
を
セ

ガ
レ
ン
に
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
要
は
精
神
的
資
質
に
関
わ
る
「
神
経
医
学
」「
精
神
医
学
」
の
問
題
で
あ

り
、
ま
さ
に
か
れ
は
時
代
の
趨
勢
を
先
取
り
し
て
い
た
感
が
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
、
時
代
の
動
き
―
―
ジ
ー
ク
ム
ン

ト
・
フ
ロ
イ
ト
や
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ャ
ネ
の
研
究
―
―
に
敏
感
で
あ
っ
た
。
か
つ
、
一
八
九
九
年
も
押
し
迫
っ
て
知
り
合
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っ
た
税
官
吏
の
娘
で
コ
ル
シ
カ
島
出
身
の
グ
ザ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
・
ロ
ン
カ
、
愛
称
サ
ヴ
ェ
リ
ア
と
の
恋
愛
も
、
こ
の
時
期

の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
二
人
の
諍
い
は
た
え
る
こ
と
な
く
、
セ
ガ
レ
ン
の
神
経
衰
弱
は
ま
す

ま
す
悪
化
す
る
が
、
サ
ヴ
ェ
リ
ア
と
の
関
係
は
ボ
ル
ド
ー
を
離
れ
る
ま
で
続
い
た
。

一
九
〇
二
年
一
月
二
十
九
日
、
セ
ガ
レ
ン
は
医
学
論
文
「
自
然
主
義
作
家
に
お
け
る
医
学
的
考
察
」
を
提
出
し
、
受

理
さ
れ
る
。
か
れ
は
両
親
と
友
人
の
た
め
に
、『
文
学
に
お
け
る
臨
床
医
た
ち
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
私
家
版
を
五
十

部
編
集
・
出
版
し
た
が
、
レ
ミ
・
ド
・
グ
ー
ル
モ
ン
の
推
薦
で
、
四
月
に
雑
誌
『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』

に
掲
載
さ
れ
た
（「
共
感
覚
と
象
徴
派
」）。
い
ず
れ
も
、
同
時
代
文
学
に
お
け
る
神
経
症
の
研
究
で
、
い
わ
ば
自
分
が

経
験
し
た
神
経
衰
弱
が
そ
の
ま
ま
論
文
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
か
れ
は
、「
象
徴
派
」
の
詩
的
類
推
に

通
ず
る
感
覚
的
類
推
の
体
系
的
展
開
か
ら
出
発
し
、
色
と
音
と
い
う
異
な
る
感
覚
の
あ
い
だ
の
類
推
的
関
連
性
と
し
て

現
れ
る
「
共
感
覚
」
を
人
間
の
感
覚
能
力
の
進
化
の
一
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
退
化
の
徴
候
し
か
み
な
い
数

多
の
科
学
者
た
ち
の
議
論
（
た
と
え
ば
マ
ッ
ク
ス
・
ノ
ル
ダ
ウ
）
を
批
判
す
る
。
こ
の
頃
の
か
れ
に
と
っ
て
、
い
ま
だ

知
ら
れ
ざ
る
感
覚
・
精
神
の
領
域
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る
と
い
う
よ
り
は
、
端
的
に
「
感
覚
的
・
精
神
的
に
充
実
し
た

状
態
」
に
達
す
る
こ
と
だ
け
が
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
い
わ
く
「
刺
激
剤
」
を
擁
護
す
る
こ
と
。
感
覚
間
の
共
鳴
も

し
く
は
越
境
と
も
い
う
べ
き
「
共
感
覚
は
、
無
害
な
阿
片
に
属
す
る
」（
ア
ン
リ
・
ブ
イ
エ
）。
セ
ガ
レ
ン
は
一
九
〇
一

年
十
月
に
は
じ
め
て
阿
片
を
吸
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
中
国
に
行
っ
て
か
ら
た
び
た
び
阿
片
を
吸
う

よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
代
、
阿
片
の
服
用
は
海
軍
の
世
界
で
は
き
わ
め
て
あ
り
ふ
れ
た
事
柄
に
属
し
、
あ
る
種
の
ス
ノ

ビ
ス
ム
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
後
年
、
セ
ガ
レ
ン
は
「
阿
片
の
平
和
」（
一
九
〇
七
）
と
題
す
る
論
文
を
発

表
し
、
阿
片
服
用
を
擁
護
し
た
。
阿
片
は
感
覚
を
鋭
敏
に
す
る
だ
け
で
理
性
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
む


